
　
　
　
　
　
　
　

　
北
海
道
の
お
よ
そ
８
割
の
広
さ
を
持

つ
セ
イ
ロ
ン
島
に
、
２
０
０
０
万
人
余

り
が
住
む
ス
リ
ラ
ン
カ
。
セ
イ
ロ
ン
島

は
北
部
が
平
野
、
中
央
部
か
ら
南
部
に

か
け
て
は
山
地
と
な
っ
て
お
り
、
気
候

も
北
部
は
乾
燥
地
帯
、
南
部
は
湿
潤
地

帯
と
、
ま
っ
た
く
異
な
る
顔
を
持
つ
。

北
部
で
は
年
一
度
の
雨
期
と
た
め
池
を

活
用
し
て
農
業
を
行
う
の
に
対
し
て
、

た
び
た
び
襲
う
洪
水
や
土
砂

１
０
０
万
超
え
る
被
災
者
も

大
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
経
済
面

で
の
被
害
額
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
。

一
方
、
土
砂
災
害
は
地
方
部
で
起
き
る

こ
と
が
多
く
、
人
命
被
害
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
い
う
。

　
こ
こ
数
年
に
限
っ
て
も
、
２
０
１
４

年
12
月
（
死
者
・
行
方
不
明
者
31
人
、

影
響
を
受
け
た
人
約
１
０
３
万
人
）、
16

年
５
月
（
同
２
１
７
人
、
約
46
万
人
）、

17
年
５
月
（
同
２
９
０
人
、
約
60
万
人
）

と
、
洪
水
の
被
害
は
立
て
続
け
に
起
き

て
い
る
。
災
害
の
リ
ス
ク
は
ス
リ
ラ
ン

カ
政
府
も
認
識
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
は
災
害
発
生
時
に
後
追
い
で
対
応
す

る
の
が
中
心
だ
っ
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
を

含
む
ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心
に
22
万
人
の

死
者
を
出
し
た
04
年
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖

地
震
を
き
っ
か
け
に
、
防
災
委
員
会
の

設
置
や
防
災
法
の
制
定
が
始
ま
っ
た
が
、

防
災
文
化
と
技
術
の
普
及
は
道
半
ば
だ
。

　
日
本
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
災
害
時
に
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
今
年

４
月
と
５
月
、
２
カ
月
連
続
で
豪
雨
に

よ
る
被
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
緊
急

援
助
物
資
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
緊

急
援
助
隊
（
専
門
家
チ
ー
ム
）
を
現
地

調
査
の
た
め
派
遣
し
た
。
専
門
家
チ
ー

ム
は
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、
大
統
領

府
を
は
じ
め
と
す
る
ス
リ
ラ
ン
カ
の
政

府
・
行
政
機
関
に
対
し
て
短
期
的
な
対

特集 防災
命と暮らしの基盤をつくる

策
だ
け
で
な
く
、
中
長
期
的
な
取
り
組

み
の
提
案
も
行
っ
て
い
る
。「
調
査
に
は

空
軍
か
ら
ヘ
リ
の
提
供
を
受
け
る
な
ど
、

全
面
的
な
協
力
が
あ
り
ま
し
た
」
と
話

す
の
は
、
国
土
交
通
省
に
所
属
し
、
同

国
で
防
災
行
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め

る
長
井
隆
幸
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
だ
。

　
日
本
も
ス
リ
ラ
ン
カ
同
様
、
台
風
な

ど
に
よ
る
水
害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。

日
本
が
長
年
に
わ
た
り
積
み
上
げ
て
き

た
防
災
の
経
験
を
も
と
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ

で
も
被
害
を
減
ら
し
、
よ
り
安
全
な
国

土
を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
―
―

こ
う
し
た
視
点
で
進
め
ら
れ
た
の
が
、

同
国
で
今
後
必
要
な
取
り
組
み
を
整
理

し
た
防
災
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
だ
。

　
き
っ
か
け
は
昨
年
５
月
の
豪
雨
と
、

そ
れ
に
伴
う
洪
水
・
土
砂
災
害
だ
っ
た
。

こ
の
と
き
も
日
本
は
緊
急
援
助
物
資
を

提
供
し
た
が
、
そ
れ
と
並
行
し
て
現
地

の
災
害
管
理
大
臣
な
ど
、
防
災
分
野
に

関
わ
っ
て
い
る
政
府
幹
部
と
議
論
し
、

防
災
の
た
め
の
資
金
投
入
や
中
長
期
的

な
政
策
の
策
定
、
防
災
の
主
流
化
な
ど

の
大
切
さ
を
確
認
し
た
。
中
で
も
重
視

さ
れ
た
の
が
、〝
よ
り
よ
い
復
興
（
ビ
ル

ド
・
バ
ッ
ク
・
ベ
タ
ー
）〞
の
考
え
方
だ
。

た
だ
同
じ
町
を
つ
く
り
直
す
の
で
は
な

く
、
復
興
を
通
し
て
よ
り
災
害
に
強
い

安
全
な
町
を
つ
く
り
、
社
会
の
発
展
を

後
押
し
す
る
と
い
う
理
念
に
ス
リ
ラ
ン

カ
政
府
も
高
い
意
欲
を
示
し
、
具
体
的

な
計
画
作
り
が
動
き
出
し
た
。

　
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
に
協
力
し
た
の

は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
関
係
者
や
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
加
え
、
２
０
１
５
年
の
仙
台
防

災
会
議
で
日
本
政
府
代
表
を
務
め
た
菅

沼
健
一
駐
ス
リ
ラ
ン
カ
大
使
。
ス
リ
ラ

ン
カ
側
か
ら
は
災
害
管
理
の
専
門
家
や

灌
漑
・
水
資
源
省
な
ど
国
土
管
理
の
担

当
者
、
さ
ら
に
は
国
家
計
画
局
に
至
る

ま
で
、
幅
広
い
関
係
者
が
参
加
し
た
。

　〝
自
然
災
害
の
多
い
ス
リ
ラ
ン
カ
で
持

続
的
な
開
発
を
進
め
、
経
済
発
展
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
災
害
リ
ス
ク
の
削
減
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
〞。
よ
り
よ
い
復
興
の
考
え

に
基
づ
く
こ
の
理
念
は
、
会
議
を
重
ね

る
ご
と
に
ス
リ
ラ
ン
カ
の
関
係
者
に
も

徐
々
に
浸
透
し
て
い
っ
た
と
、
長
井
専

門
家
は
話
す
。
防
災
分
野
に
積
極
的
に

投
資
し
、
災
害
の
影
響
を
軽
減
す
る
こ

と
に
加
え
、
各
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
を

調
査
し
、
浸
水
が
起
き
や
す
い
と
い
っ

た
リ
ス
ク
が
高
い
地
域
に
は
住
宅
や
工

業
団
地
を
作
ら
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、

新
た
な
リ
ス
ク
の
発
生
を
防
ぐ
ア
プ
ロ

ー
チ
は
仙
台
防
災
枠
組
が
目
指
し
た
積

極
的
な
防
災
投
資
の
考
え
に
合
致
す
る

も
の
だ
。
議
論
の
成
果
と
も
な
る
国
家

防
災
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
特
に
優
先

度
の
高
い
洪
水
、
土
砂
災
害
、
干
ば
つ

な
ど
に
対
す
る
防
災
施
策
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
早
期
警
報
な
ど
の
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

特
に
、
防
災
計
画
で
は
河
川
流
域
単
位

で
の
広
域
治
水
計
画
を
作
り
、
国
や
州

水
の
豊
富
な
南
部
で
は
二
毛
作
も
可
能

で
あ
る
な
ど
、
生
活
環
境
も
別
物
だ
。

そ
う
し
た
土
地
柄
ゆ
え
に
、
島
を
襲
う

災
害
の
種
類
も
、
水
害
や
土
砂
災
害
、

干
ば
つ
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
特
に
件
数
・
被
災
者
数
と
も
大
き
い

の
が
水
害
と
土
砂
災
害
だ
。
過
去
10
年

に
起
き
た
災
害
件
数
の
37
％
は
洪
水
で
、

雨
が
原
因
と
な
る
土
砂
災
害
に
よ
る
死

者
・
行
方
不
明
者
は
全
体
の
35
％
を
占

め
て
い
る
。
特
に
、
都
市
部
を
襲
う
こ

と
の
多
い
洪
水
被
害
の
規
模
は
年
々
拡

長
期
的
視
野
の
計
画
で

よ
り
安
全
な
国
土
を
作
る

レ
ベ
ル
で
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

進
め
る
と
同
時
に
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で

も
リ
ス
ク
を
考
慮
に
入
れ
た
土
地
利
用

計
画
や
防
災
教
育
な
ど
の
普
及
を
図
り
、

多
角
的
に
災
害
に
強
い
社
会
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
日
本
は
防
災
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
も
と

に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
へ
の
中
長
期
的
な
支

援
を
検
討
し
て
い
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
政

府
自
身
も
、
２
０
１
８
〜
23
年
の
国
家

防
災
5
カ
年
計
画
に
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

提
言
内
容
を
反
映
し
て
い
く
方
針
だ
。

ま
た
、
世
界
銀
行
を
は
じ
め
と
す
る
国

際
機
関
も
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
興
味
を
示

し
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
防
災
の
取
り

組
み
や
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
問

い
合
わ
せ
が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

　「
日
本
の
支
援
も
一
助
と
な
っ
て
、
ス

リ
ラ
ン
カ
の
防
災
体
制
は
徐
々
に
向
上

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
長
井
専
門

家
は
話
す
。「
ス
リ
ラ
ン
カ
の
関
係
者
が

防
災
に
対
し
て
熱
意
を
抱
い
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
今
後
は
防
災
体
制
の
よ
り

一
層
の
強
化
が
期
待
で
き
ま
す
」

　
長
井
専
門
家
が
今
、
注
目
し
て
い
る

の
は
、
行
政
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
一
般

住
民
の
防
災
意
識
の
醸
成
と
、
防
災
活

動
へ
の
積
極
的
な
参
加
だ
。「
自
然
現
象

は
地
域
に
よ
っ
て
状
況
が
異
な
り
、
一

般
論
で
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
最

後
に
物
を
言
う
の
は
、
住
民
の
力
で
す
」。

そ
う
強
調
す
る
長
井
専
門
家
。
災
害
に

強
い
国
土
の
構
築
と
、
防
災
文
化
の
浸

透
が
進
め
ば
、
こ
の
国
の
さ
ら
な
る
繁

栄
が
約
束
さ
れ
る
は
ず
だ
。

国
の
よ
り
よ
い
未
来
の
た
め
に

水
害
、
土
砂
災
害
、
干
ば
つ
。
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
襲
わ
れ
る
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
国
土
を
守
り
、

よ
り
安
全
な
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
防
災
計
画
作
り
に
、
国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

長
年
、
水
害
と
干
ば
つ
に
悩
ん
で
い
た
日
本
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
を
よ
り
安
全
な
国
に
す
る
た
め
に

そ
の
経
験
を
生
か
そ
う
と
力
を
尽
く
し
て
い
る
。

今年7月、長井専門家が着任す
ると、ヤーパ災害管理大臣が自
ら会議を主催し、技術支援につ
いての打ち合わせが開かれた

昨年５月の水害で浸水した地域。道路の一部も深く冠水している

［上］

［下］

土砂災害現場を訪れた日本の専門家チーム。
災害の爪あとが残る現場で、地元の住民たち
から直接情報を集めた
今年6月の調査にはスリランカ政府が全面協
力。空軍ヘリも動員された

洪水と土砂崩れは、スリランカに
大きな経済的・人的被害をもたら
している。水が豊かな土地だから
こそ起きる災害だ
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